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出典：　北海道農産協会 「北海道の米づくり」2011年版より作図
　https://hokkaido-nosan.or.jp/manager/wp-content/uploads/h23_ricetext_02.pdf
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２．気象と農業（水稲作）

冷　　害　　の　　時　　代
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３．冷害での基本戦略と戦術（水稲作）

出典：北海道農産協会
　https://hokkaido-nosan.or.jp/manager/wp-content/uploads/h23_ricetext_09.pdf

１）低温での不稔発生の機作と深水管理（栽培）
　　　　　　　〃　　　　と冷水掛け流し検定（品種開発）

２）登熟に必要な積算気温と地帯別作付け指標

出典：北海道農産協会
　https://hokkaido-nosan.or.jp/manager/wp-content/uploads/h23_ricetext_03.pdf

○作物の温度反応に基づいて対策を行う

出穂後40日 750℃※
冷害危険期（7月下旬）　13～15℃

※　現在は760℃で整理されている
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３．冷害での基本戦略と戦術（水稲作）

出典：北海道庁
　https://www.pref.hokkaido.lg.jp/fs/9/2/8/3/3/2/9/_/p15%20%E3%83%9E%E3%83%83%E3%83%971(%E5%85%A8%E9%81%93).pdf

出典：北海道立上川農業試験場百年史



○作物の温度反応に基づいて対策を行う（冷害と同じ）

４．高温障害での基本戦略と戦術（水稲作）

5出典：中央農業試験場 水田農業部　作成資料

積算気温
　1,000℃

積算気温
　840℃



出典：　三ツ井（ 2016（化学と生物））より作図
　https://www.jstage.jst.go.jp/article/kagakutoseibutsu/54/4/54_254/_pdf

４．高温障害での基本戦略と戦術（水稲作）
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○作物の温度反応に基づいて対策を行う（冷害と同じ）

Y = 4.14－0.13( 21.4－x ）2

Y: 気候登熟量示数（収量/日照時間）　単位；kg/10a/hr
X：出穂後40日間の平均気温　単位；℃

出典：中央農業試験場 水田農業部　作成資料 出典：　内島ら（ 1967（気象と農業））より作図
　https://www.jstage.jst.go.jp/article/agrmet1943/22/4/22_4_137/_pdf/-char/en
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４．高温障害での基本戦略と戦術（水稲作）

想定される戦術　１）高温での未熟粒発生の機作とかんがい水のかけ流し管理（イメージ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　をふまえた品種開発

○作物の温度反応に基づいて対策を行う（冷害と同じ）

北海道を除く全国の高温登熟性標準品種（白未熟粒発生率による）
地域区分 生態型 弱 やや弱 中 やや強 強
寒冷地北部・中部 極早生・早生 初星 あきたこまち ふさおとめ

（東北） 中生 ササニシキ
ひとめぼれ、
はえぬき

晩生・極晩生 コシヒカリ つや姫 笑みの絆

寒冷地南部 極早生・早生 初星
あきたこまち、
ひとめぼれ

（北陸） 中生 コシヒカリ 笑みの絆
晩生・極晩生 日本晴

温暖地東部 極早生・早生
あきたこまち、
コシヒカリ

ふさおとめ、
笑みの絆

（関東･東海） 中生 日本晴 なつほのか
晩生・極晩生 ヒノヒカリ

温暖地西部 極早生・早生 キヌヒカリ
あきたこまち、
ひとめぼれ、コ
シヒカリ

つや姫 ふさおとめ

（近畿・中国・四国） 中生 日本晴
晩生・極晩生 ヒノヒカリ

暖地 極早生・早生 初星 黄金晴 日本晴 なつほのか

（九州） 中生 ヒノヒカリ にこまる
おてんとそだ
ち

晩生・極晩生出典：新潟県庁
　https://www.pref.niigata.lg.jp/uploaded/attachment/373061.pdf 出典：上川農業試験場　作成資料
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４．高温障害での基本戦略と戦術（水稲作）

〔再掲〕出典：北海道庁
　https://www.pref.hokkaido.lg.jp/fs/9/2/8/3/3/2/9/_/p15%20%E3%83%9E%E3%83%83%E3%83%971(%E5%85%A8%E9%81%93).pdf

想定される戦術　２）登熟に適切な積算気温と地帯別作付け指標※

○作物の温度反応に基づいて対策を行う（冷害と同じ）
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４．高温障害における基本戦略

１）「温暖化する地球 北海道の農林業は何ができるのか」（道総研・戦略研究成果パンフレット2014年2月, p4）
　
　〔　今後必要な対応？（＝今後の課題）　〕
○品種開発：高温でも収量や品質が低下せず、高温・湿潤環境で多発する各種病害虫に強い品種の開発
○栽培技術：種まき・定植・収穫時期の変更、栽培する品種の熟期の見直し、栽培地帯区分の変更、新しい病害虫へ
　の備え
○基盤整備：降雨パターンの変化に合わせた農地の排水機能の強化

２）2023年の作柄からみた今後の課題（検討中）
○一部の作物でみられた倒伏　→春の高温で土壌から供給される窒素量が変化している可能性
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝施肥窒素量の適正化

○作物の温度反応に基づいて対策を行う（冷害と同じ）
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５．今後の取り組み

ミッションは、高温対策を含めて収量と品質の安定化、変動を最小にするための技術開発

◆第４期中期計画（2025～2029年度）で継続して取り組む


